
は じ め に

古来，新年には宮中でも民間でもその年の穀物の豊作
を願い，その年の出来を占う行事が行われる。また，秋
には穀物の収穫を喜び祝う祭が行われる。古代中国で
も，皇帝の最大の役目は穀＊1 の豊穣を祈ることであっ
た。皇帝は季節季節に明堂で儀式的に決まった穀を摂っ
て祀り，新穀が穫れれば新嘗祭を行って祖先或いは天に
ささげて収穫を感謝した。この時の穀は五種であること

ご こく

が多く，五穀と云った。五穀とは穀物全般を総称した語
としても用いられた。五穀登衍（注1），五穀豊穣（注2），五
穀成熟（注3），五穀豊熟（注4）などという記述が中国及び日
本の古典に見られるが，これらは穀物の豊作を願うもの
である。後代，主食とした重要な五種類の穀物を指して
五穀というようになったが，五穀の内容は時代や地方に
よって異なっている。五穀の内容を見ていくと古代中国
及び日本におけて重要とされた穀物とその栽培の歴史な
どを知ることができる。
本稿（上）では中国の古典に見られる五穀の内容を，

別稿（下）1）では日本の古典に見られる五穀の内容をそ
れぞれまとめて，研究の便宜に資することとした。な
お，五穀に挙げられる植物については注にまとめた。

五穀と百穀

『大漢和辞典』2）や槇3）によると，古文字では，五を×
または X と書き，X の字の上下の横線はそれぞれ天と

大地を表し，×は陰陽の交わりの象徴である。つまり，
天地間において陰陽の気が交わることで，水・火・木・
金・土の五行が相剋し或いは相生して陰陽が交互し，そ
の結果地上に実る穀物が五穀である，という。したがっ

ご ごこく

て，五 穀の五は数として限定したものではなかった
が，後に代表的なものを五種類挙げるようになったので
ある。このため，五穀という名称は中国のきわめて古い
文献には登場しない。数多くの穀物という意味を表す語

ひやくこく

には百穀を使っている2）4）。篠田『中国食物史の研究』4）

によると，表 1に示したように，周代の『詩経』，『書
経』，『春秋（左伝）』，『国語』（注5）などすべて「百穀」で
ある（注6）。また，時代が少し下った『晏子』『論語』な
らびに『商子』には偶然であろうが五穀，百穀，どちら
の語も見当たらない。さらに，篠田『中国食物史の研
究』4）によると，表 1には掲げていない『老子』には穀
物を示す語はただの一つも見当たらないという。
戦国時代，諸子百家の世になると，五行陰陽思想の影

響を受けて百穀の語が姿を消し，五穀という語がでてく
るようになる4）。表 1に示したように，『戦国策』，『孟
子』，『荀子』，『列子』，『墨子』，『韓非子』，『楚辞』，そ

りよらん りよししゆんじゆう

れに秦代となるが『呂覧（呂子春秋）』などである。な
お，表 1では『荘子』にも五穀がないことになっている
が，『荘子』5）には五穀の語がある（注7）。
五行陰陽思想にしたがって穀物を五でまとめる場合，

ご ぞく ご しゆ ご か

五穀の他，五栗（表 1），五種（表 1）あるいは五稼（注8）

の語も使われる。別に三穀，六穀，八穀，九穀などとま
とめることもある。いわゆる名数である。
名数について，たとえば鋳方は『日本古代穀物史の研
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究』6）において，加藤『支那古田制の研究』7）の記述〈五
穀六穀九穀の穀名に就いては古来学者の間に議論が喧し
いのだが併し此れはあまり重要な問題ではない。五穀九
穀などいふのは五行五事（書経洪範）六福（同上）六事
（左傳襄公二十七年）九職九賦（周禮大宰）等の如く人
事や天然物を五六九等の数を以て綜括する風習に誘はれ
て起り来つたものである。即ち五穀九穀等の名が先づ定
まつて然る後黍稗等実際の穀物を之に当篏めたので，始
めから何々を五穀とし九穀とすると確定されたわけでは
ない。随つて学者の意見の区々たるのも当然で，強ちど
れが正しくてどれが誤つて居るとも定め難い。唯是に依
つて支那古代に於ける重要穀物を窺ふことが出来ればよ
い。〉を引用して，五穀の内容が各時代あるいは各地域
に於ける穀類個々の食習上の価値観の相違によって，違
っているのは当然であるとしている。

古代中国の五穀

古代中国古典と仏典に見られる五穀の内容を表 2にま
とめた。五穀の内容は時代や地域によって異なるが，キ

しよ しよく りょう じゆつ しゅく

ビ（黍*2・稷*3）・アワ（粱*4・�*5）・マメ（菽*6・
ばく

豆＊7）（大豆ないし小豆）・ムギ（麦*8）（大麦ないし小
とう ま

麦）・イネ（稲*9）・アサ（麻*10）あるいはゴマ（胡麻）
のうちいずれかであることが多く，おもに，（1）麻・黍
・稷・麦・豆の五種を挙げて稲を含まない説と（2）黍
・稷・菽・麦・稲の五種を挙げて稲を含む説の二つの説

しゅく

がある。その他の組合わせの説もあるが，どの説にも菽
（豆）が含まれる点に注意すべきで6），マメ（菽・豆）
が中国で重要な穀物であったことを示すものである。

（1）麻・黍・稷・麦・豆とする説
①戦国時代 秦の呂不韋が諸儒に論述させた書『呂氏春

秋』8）十二紀（BC 240年頃）及びこれを受けた戦国時代
らい き がつりよう

の『礼記』9）（BC 275 年～BC 221 年頃）月 令ならびに
え なん じ

『淮南子』10）（BC 179～122年頃）時則訓では，天子が明
堂で行う月次の祭式に用いる穀物は「麻（秋）・黍
（冬）・稷（中央）・麦（春）・豆（夏）」の五つであ
る4）51）。この説は，祭式に用いる穀物は中国内陸部で
は陸田作物が重要であったことを示しており，稲は含
まれていない点に注目すべきである6）7）。

②鄭玄（後漢末 170年頃の人）は『周礼』天官疾醫の「以二

五味五穀五薬一 養二其病一」に注11）して，「麻黍稷麦
豆」を挙げている（注9）。その根拠について，狩谷『箋
注倭名類聚抄』12）や松本『支那ニ於ケル義倉及社倉・
四民生活・耕地制度・穀物ノ名称ノ研究』13）は鄭玄の
注は上記『呂氏春秋』十二紀に拠ったものであろうと
する。その後，古文書を注釈した者の多くは鄭玄に従
うという13）。
たとえば，『後漢書』明帝紀の五穀における章懐太

子李賢（唐 651年－684 年の人）の注14）は「鄭玄注周禮
云」として，「黍，稷，麥，麻，菽」である（注10）。
漢代の『大戴礼』15）曾子天圓に「成二五穀之名一」と

あり，北周の廬辯の注2）にも「黍・稷・麻・麦・菽」
とあり，「豆」が「菽」となっている他は，『周礼』天
官疾醫の鄭玄の注11）に同じである。
『荘子』5）a 内篇逍遙第一と外篇在宥第十一の五穀に
ついての唐の成玄英による疏5b, c）にも「黍・稷・麻・
菽・麦」とある（注11）。

（2）黍・稷・菽・麦・稲とする説
ご しゆ

古代中国で主要な五種類の穀物を「五種」と呼ぶこと
もある（表 1の『管子』，『呂氏春秋』）。黍・稷・菽・麦
・稲は五種で挙げる穀物である。「五種」については月

表 1 中国古文書に見る五穀と百穀（篠田『中国食物史の研究』第 1表4）より改変）

詩経 書経 春秋 国語 晏子 論語 荘子 商子 国策 管子 孟子 荀子 列子 墨子 韓非 楚辞 呂覧 計

経 左伝

百穀 5 2 1 3 11

五穀 1 46 3 2 2 5 2 2 11 75

五栗 5 5

五種 2 2 4

＊『呂覧』（BC 239）は『呂子春秋』とも呼ぶ。
＊同一文章で同じ字が続けさまに出てくるときは一回とみなしたが，比較のため『詩経』『管子』および『呂子春
秋』では出てきただけ全部一つずつ数えた。

食べ物の名数

― ９１ ―



令に「出五種」の文があり51），『史記』16）五帝本紀第一黄
うえる

帝に「五種を�」の文があり，劉宋の裴�は「鄭玄曰
五種、黍、稷、菽、麥、稻也」と注する16）（注12）。『周礼』
巻三十三夏官職方氏における河南豫州地方の土質に適す
る〈五種〉の鄭玄注11）をみると「黍・稷・菽・麦・稲」
を挙げる3）（注13）（注14）（注15）。河南豫州は黄河の南にあり，
イネ（稲）の栽培が盛んであったことがわかる。
五穀と五種の内容を比べると，黍，稷，麦，豆は共通

であり，加えて五穀には麻が入り，五種には稲が入る。
ところが，五穀と五種は混乱してしまっている場合も

ある。
『漢書』食貨志17）18）の五種の注に顔師古（初唐 581年－645

年の人）曰くとして「黍・稷・麻・麦・豆」を挙げてい
る2）12）（注16）（注17）。これは『周礼』天官疾醫〈五穀〉の鄭
玄の注11）と同じである。
狩谷『箋注倭名類聚抄』12）は，『孟子』注，『淮南子』

注（注18），『後漢書』班彪傳注など皆（五穀を注する際に
鄭玄の五種の注に従って）黍・稷・菽・麦・稲とすると
指摘している13）。実際に『孟子』滕文公章句上「五穀熟
而民人育」に対する後漢の趙岐の注2）19）51）（注19）（注20）や
「五穀不登」に対する宋の朱熹の注20）及び『後漢書』班
彪列傳第三十上の「五穀垂穎」に対する唐の李賢による
注21）（注21）をみると，黍・稷・菽・麦・稲となっており，
『周礼』夏官職方氏五種の鄭玄注に同じである。他方，
李賢14）は『後漢書』明帝紀第二の「五穀登衍」の五穀に
対して前述（注1）のように『周礼』天官疾醫五穀の鄭玄
注11）にならって「黍・麦・麻・�（＝豆）」と注してお
り，ここでは稲を挙げていない。このように，五穀と五
種は混乱してしまっている。

（3）その他の説
①稲・稷・麦・豆・麻。『楚辭』22）23）大招に〈五穀六仭〉
とあり，注に「五穀は稻・稷・麥・豆・麻なり」とあ
る2）24）51）（注22）。

②黍・�・大菽・稲・麦。『管子』25）巻十九 地員篇で
は，〈五種無不宜〉の語があり，各地に適した穀とし
て，黍・�・大菽・麦・稲を挙げる6）13）（注23）。

③麦・黍・稲・粟＊11・菽。松本『支那ニ於ケル義倉及
社倉・四民生活・耕地制度・穀物ノ名称ノ研究：』13）

が『逸周書』五穀に数えると記す6）（注24）。
④麦・稲・菽・麻・禾＊12。唐の徐堅〔撰〕『初学記』26）

五穀に記載された越の計然（BC 470頃の人）の説6）13）。
黍がないことに注目6）（注25）。

そ

⑤粳米＊13・小豆・麦・大豆・黄黍＊14。『黄帝素問（素

もん

問）』27）巻第七蔵氣法時論「五穀為レ養ト五果ヲ為レ助ト五
畜為レ益ト五菜為レ充ト」における唐の王氷（AD 710～804

年頃の人）の注に「粳米・小豆・麥・大豆・黄黍を謂
う也」とある2）3）34）。

⑥禾・黍・稷・稲・麦。清の程瑤田（1770 年頃の人）が
『九穀考』28）に挙げる13）。この説には豆が出てこない。

りよくとう はくかい し じょうじゅみょうほう

⑦稲穀・大麦・小麦・�豆*15・白芥子*16。『成就妙法
れん げ きょうしゅ ゆ か かん ち ぎ き

蓮華経主瑜伽観智儀軌（法華儀軌）』にある2）24）。五
穀は密教の修行で使われた五種類の食物を言うことも
ある。

⑧大麦・小麦・稲穀・小豆・胡麻＊17。
こんりゅうまん だ ら ご ま ぎ き

『建立曼荼羅護摩儀軌』にある2）3）。
⑨稲穀・大麦・小麦・小豆・胡麻。『蘇悉地羯囉経』29）に
ある。

五穀に挙げられる植物の注
＊1穀
穀という字はあるいはアワにあるいは穀物全体とし
て用いられる2）4）。堅い殻に包まれた草木の実の意
である30）。
しよ

＊2黍
キビ。モチキビ31）。イネ科のキビはもちキビとうる
ちキビに大別されるが，多く栽培されるものはもち
キビである32）。もちキビは製粉して餅や団子にす

あ か

る32）。『和名抄』33）に丹黍（一名赤黍，一名黄黍，阿賀
き き び く ろ き び

�々比）・秬黍（一名黒黍 久呂岐比）として記さ
れている34）。
しょく

＊3稷
ウルチキビ31）。イネ科のうるちキビ。精白して飯，
粥とする32）。『和名抄』33）には〈稷米 本草云、稷米
上古
力反 一名�、�比乃毛知〉とある。なお，稷には

諸説あり，一説に，漢代にはアワ，唐代にはキビ，
また，モロコシ（蜀黍）とされる。モロコシ（蜀
黍）は，タカキビ（高黍）2），コウリャン（高梁）
などとも呼ぶ32）。狩谷『箋注倭名類聚抄』12）も「古
の稷は今の蜀黍（モロコシ）である」と注釈してい
るが，篠田『中国食物史の研究』4）は〈程瑤田が稷
にコウリャンをあてて以来（『九穀考』），これに賛
成する人も少なくないが（たとえば段玉裁の『説
文』注）これはすこしむりで，コウリャンはけっし
てこんな古い作物ではない。〉と述べている。
りょう

＊4粱
オオアワ。イネ科。『和名抄』に〈粱米（中略）阿
波乃宇留之禰〉とある。
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じゅつ
＊5�
じゅつ りょう ぞく

朮とも書く。オオアワ（粱）ならびにコアワ（粟）
のモチ種31），モチアワ31）。『和名抄』33）に〈�（中
略）阿波乃毛知 黏粟也〉。飯には適当ではないが，
餅や酒を作るの適するにとして用いられた32）35）。
しゅく

＊6菽
マメ。豆類の総称2）36）。特にダイズ（大豆）を指
す2）36）。篠田『中国食物史の研究』4）は〈ダイズは新
嘗祭にはもちいられない。比較的新しい食物であ
る。明堂の月次祭式にはもちいられているので，少
なくとも戦国時代にはさかのぼれよう。（中略）た
だし，古典人のいう大，小マメ（たとえば『周礼』鄭
注）はかならずしも今日のダイズ，アズキをさすも
のではない。ただ大形の豆，小形の豆というだけの
ものである。注意を要する。〉と述べている。

＊7豆
マメ。主にダイズ（大豆）の別称2）36）だが，マメ科
の食用となる豆類の総称でもある2）36）。

＊8麦
ムギ。オオムギ（大麦）とコムギ（小麦）がある。
ところで，七種粥に使う穀は，米 粟 黍子 薭子
�子 胡麻子 小豆である37）38）。七種粥に麦がない
のは麦は粥に向かないのであろう。

＊9稲
トウ

イネ。稻とも書く。古代中国では粘るものを稻，粘
うるち

らないものを�といった2）。
＊10麻
アサノミ。アサ（麻）はアサ科アサ属一年草。アサ
ノミにはタンパク質が七分搗き米の八倍もあり，カ
ルシウム，鉄，ビタミン B1, B2も多い38）39）。

表 2 中国古文書に見る五穀・五種の内容（番号は記載順を示す）

麻 黍 稷 麦 豆 稲 �・粟 胡麻・白芥子 備考

『呂氏春秋』十二紀 ① ② ③ ④ ⑤

『礼記』月令 ① ② ③ ④ ⑤

『淮南子』時則訓 ① ② ③ ④ ⑤

『周礼』天官疾醫五穀の鄭玄注 ① ② ③ ④ ⑤

『周礼』夏官職方氏五種の鄭玄注 ① ② ④ ③（菽） ⑤ 五種

『後漢書』明帝紀五穀の李賢注 ④ ① ② ③ ⑤（菽） 〈五穀登衍〉
〈鄭玄注周礼云〉

『後漢書』班彪列伝五穀の李賢注 ① ② ④ ③（菽） ⑤
〈五穀垂穎〉
『周礼』夏官職方氏五
種の鄭玄注に同じ

『大載礼』曾子天圓五穀の廬辯注 ③ ① ② ④ ⑤（菽）

『史記』黄帝五種の裴�注 ① ② ④ ③（菽） ⑤ 〈鄭玄曰〉

『漢書』食貨志五種の顔師古注 ③ ① ② ④ ⑤ 『周礼』天官疾醫五穀
の鄭玄注に同じ

『孟子』膝文公章句五穀の趙岐注 ① ② ④ ③（菽） ⑤ 『周礼』夏官職方氏五
種の鄭玄注に同じ

『楚辭』大招五穀の注 ⑤ ② ③ ④ ① 〈五穀六仭〉朱熹の注

『管子』地質篇五種 ① ④ ③（菽） ⑤ ② 五種

『逸周書』五穀 ② ① ⑤（菽） ③ ④粟 松本の書13）による

『初学記』五穀に記載された越の計然の説 ④ ① ③（菽） ② ⑤禾

『黄帝素問』蔵氣法時論五穀の王氷注 ⑤黄黍 ③ ②小豆
④大豆 ①粳米

『九穀考』五穀 ② ③ ⑤ ④ ①禾

『成就妙法蓮華経主瑜伽観智儀軌（法華儀
軌）』五穀

②大麦
③小麦

④�豆（り
ょくとう） ①稲穀 ⑤白芥子（は

くかいし）

『建立曼荼羅護摩儀軌』五穀 ①大麦
②小麦 ④小豆 ③稲穀 ⑤胡麻

『蘇悉地羯囉経』五穀 ②大麦
③小麦 ④小豆 ①稲 ⑤胡麻

食べ物の名数
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＊11粟
アワ。イネ科エノコログサ属の多年草。もともとは
「もみのままの穀物」の意2）4）で穀物の総称であっ
た。『和名抄』33）には〈粟（中略）阿波 禾子也〉と
記す。日本ではアワのうるち種，ウルチアワをい
う。オオアワとコアワとがあるが，日本ではオオア
ワが多く栽培される。中国では漢以降40），実の大き

りょう ぞく

さによりオオアワを「粱」と呼び，コアワを「粟」
と呼んで区別するが31）32）35），日本では『和漢三才図
会』40）巻之百三穀類粟及び『本朝食鑑』41）穀之一 粟
が記すように近世以降はウルチオオアワ（大粟，
りょう

粱）とウルチコアワ（小粟）など粘らないアワの総
りょう

称として「粟」の字が使われ，粱の字は使わな
い41）。日本でもコメが主穀となるまではアワが主穀
であった38）。
か

＊12禾
アワ13）またはイネ2）。また，穀類の最もよいもの2），

あわ

穀物の総称2）。ここではアワ。『和名抄』33）は「粟」
か

の項に「粟 禾子也」と記すが，禾は粟だけを指す
語ではない。禾は穂を垂れた穀物の茎稻の象形文

アワ

字2）で，中国北部の粟作地帯では穀の字とともに粟
を表し4），中国南部の稲作地帯では穀の字とともに
イネ

稲を表す。
こうまい

＊13粳米
イネ科のウルチマイ。コメのウルチ種。「米」は
「もみを脱穀したもの」の意4）。
＊14黄黍
アカキビ。イネ科。『本草和名』42）丹黍の項に〈黄黍
即赤黍米〉とある。
りよくとう

＊15�豆
みどりまめ

マメ科。�豆，緑豆とも書き，リョクトウ，リョ
クズ，ヤエナリ（八重生）ともいう36）。京都では俗

ぶんとう

に文豆ともいう41）。
はくかい し

＊16白芥子
シロカラシナの実。アブラナ科。『本草綱目啓蒙』31）

からし

巻之二十二菜部菜之一 葷辛類 白芥によると，芥
の一種にシロガラシ（白芥）というものがある。大
抵芥に似ており，葉は欠刻で，Y の字型紋があ
り，青白色をしている。茎は起ち易いが，中空であ
る。（中略）三月に馥郁とした黄色い花を開き，芥

さや み

角のような角を結ぶ。子の大きさは粱米おおあわぐら
いで，黄白色である。（中略） 薬用にすべきものも
のである。味は辛辣である。

＊17胡麻
ゴマ。「麻」はゴマ科のゴマ（胡麻）とする説もあ
る。

注及び引用文献（注：以下アンダーラインは著者）
（注 1）『後漢書』14）本紀一 顕宗孝明帝 紀第二に

せきさい とうえん こ と し かいこ

「昔歳、五穀登衍し、今茲、蚕と麦は善収あり。」と
あり，唐の章懐太子李賢による注に「五穀とは黍稷
麥麻豆なり」，また「登は成なり、衍は饒なり」と
ある14d）。

十年夏四月戊子，詔曰：昔歲五穀登衍，（夾注）鄭
玄注周禮云：「五穀、黍、稷、麥、麻、�
也。」（校）五穀黍稷麥麻�也 按：校補謂殿本
「�」作「豆」，與周禮原注合。登、成也。衍、
饒也，音以戦反。

（注 2）『日本書紀』43）44）巻第十一 仁徳天皇 四年に
ゆたか

「五穀豊穣なり」とある。
（注 3）『續日本紀』45）巻十三 聖武天皇 天平十一年
七月に〈五穀成熟〉の語がある46）。

甲辰。詔メ曰ク。方今孟秋。苗子盛ニ秀ツ。欲ス
レ 令 二

風雨調和シ年穀成熟一
センことヲ。宜ク

レ 令 ム
下天下ノ諸寺ヲメ

轉二讀セシメ五穀成熟経ヲ
一。并ニ悔過スル�七日七夜セ

上上
焉。

（注 4）『六韜』47）龍韜，立将に〈五穀豐熟，社稷安寧〉
とある2）。『六韜』は古代中国の代表的な兵法書で，
戦国時代には成立していたとされる。

（注 5）実は『国語』越語下に〈五穀睦熟〉と 1箇所
だけ五穀が出てくる4）。

（注 6）表 1では古いはずの『管子』に「五穀」があ
るが，実は『管子』については書かれた時代が新し
いとされており，そうであれば「五穀」の語があっ
ても不思議ではない。篠田『中国食物史の研究』4）

は〈元来『管子』は管仲に託してはいるものの，文
章も新しく，内容もいやしく，『左伝』や『論語』
と同時代にはとうていならべるわけにはまいらな
い。よいところせいぜい戦国末期だろう。〉と述べ
ている。

（注 7）『荘子素本』5a）及び『重刻荘子南華真経』5b）巻一
内篇逍遥遊第一に

不食五穀吸風飲露
とあり，同書 巻四 外篇在宥第十一には

五穀以養民
とある。

（注 8）『春秋 左伝』48）僖公三年〈春不雨夏六月雨不

同志社女子大学生活科学 Vol . 45（2011）
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曰旱不為災也〉の晋の杜預（222年－284年）の注に
〈周六月、夏四月、於二播種五稼一無レ損也〉とあ
る2）。

（注 9）『周禮注疏』天官疾醫（鄭玄注；賈公彥疏）11b）

以五味五穀五藥養其病【注】養猶治也病由氣勝
負而生 攻其贏 養其不足者五味醯酒飴蜜薑鹽
之屬五穀麻黍稷麥豆也五藥草木蟲石穀也其治合
之齊則存乎神農子儀之術云（中略）【疏】（中
略）五穀麻黍稷麥豆也者此依月令五方之穀此五
穀據養

（注 10）『後漢書』14）明帝紀の李賢注は（注 1）に示し
たが，和刻本では〈五穀、黍、稷、麥、麻、米也。〉
と「�」（豆）が「米」の字に見えるもの14）もある。

（注 11）『南華真経注疏解経』5b）（郭象注；成玄英疏）及
びこれを集めた『荘子集釈』5c）（1894年）の『荘子』
巻一 内篇逍遥遊第一に

不食五穀吸風飲露【注】倶食五穀而独為神人，
明神人者非五穀所為，而特�自然之妙氣【疏】
五穀者，黍稷麻菽麦也．言神聖之人，降生応
物，挺淳粋之精霊，（中略）五穀之所為，託風
露以清虚，豈四時之能変也

とある。
同書 巻四 外篇在宥第十一では
五穀以養民 【疏】五穀，黍稷菽麻麦也

とある。
（注 12）『史記』16）五帝本紀第一黄帝の劉宋の裴�の集
解，唐の司馬貞の索隱に

�五種，【集解】�案：�，樹也。詩云「�之
荏菽」。周禮曰「穀宜五種」。鄭玄曰「五種，
黍，稷，菽，麥，稻也」。【索隱】藝，種也，樹
也。五種即五穀也。

とある。
（注 13）『周禮注疏』夏官職方氏（鄭玄注；賈公彦疏）11a, b）

東南曰揚州（中略）其穀宜稻（中略）
正南曰荊州（中略）其穀宜稻（中略）
河南曰豫州（中略）其穀宜五種【注】（中略）
五種 黍稷菽麥稻（中略）
正東曰青州（中略）其穀宜稻麥（中略）
河東曰袞州（中略）其穀宜四種【注】（中略）
四種 黍稷稻麥（中略）
正西曰雍州（中略）其穀宜黍稷（中略）
東北曰幽州（中略）其穀宜三種【注】（中略）
三種 黍稷稻 （中略）
河內曰冀州（中略）其穀宜黍稷（中略）

正北曰并州（中略）其穀宜五種【注】（中略）
五種 黍稷菽麥稻也

（注 14）『周礼』夏官 職方氏の五種における鄭玄の
注の根拠は何であろうか。『呂氏春秋』8）十二紀及び
らい き がつりよう

『礼記』9）月令に従うと新嘗祭や大廟に供えるものは
「猛夏は麦，仲夏は黍，猛秋は穀，仲秋は麻，季秋
は稲」であり，明堂で月次の祭式で供えるものは
「麦・菽（豆）・稷・麻・麦・黍」であるので，両者
は種類が異なっている（篠田『中国食物史の研
究』4）第 3表 祭祀と穀物 参照）。「猛秋は穀」の
「穀」という字は，あるいは穀物全体を指して用い
られる他アワを指すこともある4）ので，鄭玄の注は
この新嘗祭や大廟に供える五種類の穀物「麦・黍・
栗・麻・稲」4）が根拠であろう。

（注 15）『大漢和辞典』2）五種には，〈〔周禮、夏官、職
方氏〕河南曰二豫州一、云々、其穀二五種一。〔注〕五
種、黍・稷・菽・麥・稻。〔周禮、夏官、職方氏〕
正北曰二并州一，云々、其穀二五種一。〔注〕黍・稷・

へいしゆう

菽・麥・麻〉とあり，正北并州に適する五種に「黍
・稷・菽・麥・麻」を挙げる。しかし，『十三経注
疏附校勘記 周禮注疏』11a, b）職方氏や『和刻本經書
集成』第六輯：古注之部 第二輯11c）所収の『周

へいしゆう

禮』職方氏の河南豫州の五種の〔注〕と正北并州の
五種の〔注〕を見ると，（注 14）に示した通りどち
らも「黍・稷・菽・麦・稲」となっている。『大漢

へいしゆう

和辞典』2）が正北并州の五種において稲を麻に代え
て河南豫州の五種と分け，「黍・稷・菽・麦・麻」

へいしゆう

とする典拠は未見だが，并州は今の山西省太原の乾
田地帯であり，『知服斎叢書』50a）所収の『逸周書』
巻第八 職方解第六十二に〈正北曰并州（中略）其
穀五種〔注〕（中略）五種黍稷菽麥麻周官注麻作稲〉と注が
あるので（注24），こうした注に従ったものであろう
か。

（注 16）『漢書』17）18）卷二十四上，食貨志第四上の顔師
古の説。

種穀必雑五種，以備災害，師古曰 歳月有宜，
及水旱之利也．種即五穀，謂黍、稷、麻、麥、
豆也 田中不得有樹用妨五穀
（穀を種するに必ず五種を雑ぜ，以て災害に備える。

田中に樹を植えない。五穀を妨げるためである。）

（注 17）『大漢和辞典』2）五種の項には〈〔漢書，食貨
志〕種レ穀必雑二五種一，以備二災害一。〔注〕五種，謂二

黍・稷・麻・麥・豆一也〉とあるが，『漢書』食貨
志17）18）〔注〕をみると，（注 16）に示した通り〈種ハ

食べ物の名数
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即五穀 謂二黍稷麻麥豆ヲ
一也〉であり，『大漢和辞

典』2）の〈〔注〕五種〉は五穀とすべきところであろ
う。

（注 18）松本『支那ニ於ケル義倉及社倉・四民生活・
耕地制度・穀物ノ名称ノ研究』6）13）も〈孟子ノ趙岐
の註、淮南子ノ高誘ノ註等之ニ従ヘル者モ亦少ナカ
ラズ〉（注：「之」は『周礼』夏官天職方氏五種の鄭玄の注のこ
と）と記すが，『淮南子』巻五 時則訓には〈令民出
五種〉の語はあるが2），高誘の『淮南鴻烈解』10）で
も〈五種〉に語注記はない。五穀の語注記も未見。

（注 19）『孟子注疏』19）巻第五下 滕文公章句上〈五穀
熟而民人育〉における後漢の趙岐の注2）19）34）による
と

后稷教民稼穡樹藝五穀△五穀熟而民人育棄為后稷
也樹種藝殖也五穀謂稻黍稷麥菽也五穀所以養人也 故言民人育

也人
こうしよく かしよく じゆげい

（后稷は民に稼穡を教へ，五穀を樹藝す。五穀熟して
みんじん

民人育す。（中略）五穀は稻・黍・稷・麥・菽なり。）

とある。また，『孟子集註』20）孟子巻之五 滕文公章
句上「五穀不登」における宋の朱熹（1130−1200年）

の注は
五穀不登（中略）五穀ハ稻黍稷麥菽也。登ハ成熟
也。

とある。
（注 20）日本には『大和本草』が孟子の注を紹介して
いる34）。『大漢和辞典』2）『大辭典』49）も同じ。

（注 21）『後漢書』21）卷四十上 班彪列傳第三十上〈五
穀垂レ穎〉の唐の章懐太子李賢による注。

五穀ハ黍稷菽麥稻也 爾雅ニ曰禾ノ穂，謂之ヲ穎ト

（注 22）『楚辞』には後漢の王逸の楚辞章句本と南宋
の朱熹の楚辞集註本の両系統がある。『大辭典』49）や
『日本国語大辞典』24）五穀は「王逸の注には五穀は稻
・稷・麥・豆・麻とある」というが2）24），楚辞章句
系の『王註楚辞』22）の王逸の注には見えない。『大和
本草』34）は〈楚辞ノ註以二稻稷麥豆麻一為二五穀一〉との
み記す。
『廣文庫』46）も〈楚辞ノ註〉とのみ記す。一方，『大
漢和辞典』2）には〈〔楚辭、大招〕五穀六仞、設二菰
粱一只。〔集注〕五穀、稻・稷・麥豆・麻也〉とあ
り，『楚辞集註』23）朱熹の注には〈五穀 稻稷麥豆麻
也 仞伸臂一尋八尺也 言積穀之多也〉とある。こ
こは朱熹の注に従う。

（注 23）『管子』25）巻十九 地員篇
夫管仲之匡天下也，其施七尺（中略）瀆田悉

徙，五種無不宜（中略）赤壚，歷彊肥，五種無
不宜（中略）黃唐，無宜也，唯宜黍�也（中
略） 斥埴，宜大菽與麥（中略） 黑埴，宜稻麥
（後略）

（注 24）松本『支那ニ於ケル義倉及社倉・四民生活・
耕地制度・穀物ノ名称ノ研究』13）が『逸周書』の五
穀を麦・黍・稲・粟・菽と記す6）。中国哲学書電子
化計画所収の『逸周書』50b）器服に「然後五穀興」の
語があるが，語注はない。『知服斎叢書』50）所収の
『逸周書』巻第十 器服にはこの語はないので語注
は未見。『知服斎叢書』50a）所収の『逸周書』巻第八
職方解第六十二に
河南曰豫州（中略）其穀宜五種〔注〕（中略）
五種謂黍稷菽麥稲也。（中略）正北曰并州（中
略）其穀宜五種〔注〕（中略）五種黍稷菽麥麻
周官注麻作稻

とあり，五種の語がある。五種の晋の孔晃の注は
『周礼』五種の鄭玄注と同じである。

（注 25）『初學記』26）巻二十七 五穀第十に
范子計然曰 五穀者 萬民之命 国之重寶 東
方多麥稻西方多麻 北方多菽 中央多禾

とある。『初學記』26）はこの他にも中国古典に見られ
る穀物の名数を数多く記している。
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郭慶藩〔輯・集釋〕；（晉）郭象〔注〕；（唐）成玄
英〔疏〕；（唐）陸徳明〔釋文〕，小樽商科大学付
属図書館貴重図書漢籍全文画像データ

６）『日本古代穀物史の研究』，鋳方貞亮，吉川弘文
館，1977
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７）『支那古田制の研究』第二章 孟子其他の古書に
見えた耕地及宅地の制度，第二節 耕地，第一項
周代に於ける耕地の分配，加藤 繁，京都法学
会，1916，法律学研究叢書第 17冊（国立国会図
書館近代デジタルライブラリー所収）

８）a．『和刻本諸子大成 第八輯 呂氏春秋；（改
正）淮南鴻烈解；淮南子〔箋釋〕』，長澤規矩也
〔編〕，古典研究會〔出版〕，汲古書院〔発行〕，1976

／b．『呂氏春秋』上・中・下，呂不韋〔著〕；楠
山春樹［訳著］，明治書院，1996. 7−1998. 11／
c．『呂氏春秋』，高誘〔注〕；畢氏〔校正〕，早稲
田大学図書館古典籍総合データベース所収

９）『重栞宋本禮記注疏附校勘記』，（漢）鄭元〔注〕；
（唐）孔頴達〔疏〕（『十三経注疏附校勘記〔五巻〕
禮記正義』，（清）阮元〔校勘〕，中文出版社，1989

所収）
１０）『淮南鴻烈解』（『和刻本諸子大成 第八輯 呂氏

春秋；（改正）淮南鴻烈解；淮南子〔箋釋〕』，長
沢規矩也蔵〔編〕，古典研究會〔出版〕，汲古書
院，1976所収）（注：『（改正）淮南鴻烈解』は後漢高誘注の
淮南子，『淮南子〔箋釋〕』は高誘の注を補ったもの）

１１）a．『重栞宋本周禮注疏附校勘記』，（漢）鄭元氏
〔注〕；（唐）賈公彦〔疏〕（『十三経注疏附校勘記
〔三巻〕周禮注疏』，〔清〕阮元〔校勘〕，中文出版
社，1989所収）／b．『重刋宋本十三經注疏附校勘
記 重栞宋本周禮注疏附校勘記』，台湾中央研究
院歴史語言研究所 漢籍電子文献／所収／c．『周
禮』（永懐堂本），43巻，（漢）鄭玄〔注〕；（明）
金蟠・葛鼒〔校〕（『和刻本經書集成 第六輯：古
注之部 第二輯 周禮（永懐堂本）；儀禮；學
記；孝經［孔子傳］；古文孝經（足利本）；孝經
（開元御注本）；孝經御註譯義』，長澤規矩也
〔編〕，古典研究會，1976所収）（注：『周礼』は，周王
朝の理想的な制度について周公旦が記録したものと伝えられる

が，実際の成立は戦国時代以降前漢の頃とされる。）

１２）a『箋注倭名類聚抄』，狩谷棭齋〔著〕；京都帝国
大學分學部國語學分學研究室〔編〕，全國書房，1943

／b『諸本集成倭名類聚抄 本文篇，索引篇，外
篇』増訂再版，源順〔撰〕，京都大學文學部國語
學國文學研究室〔編〕，臨川書店，1971／c．『倭
名類聚鈔：棭斎書入』，源順〔著〕；辻村敏樹
〔編〕，早稲田大学出版部，1987

１３）『支那ニ於ケル義倉及社倉・四民生活・耕地制度
・穀物ノ名稱ノ研究：米穀資料第 19』，松本洪

〔著〕；農林省米穀部〔編〕，日本米穀協会，1940

（注：『支那ニ於ケル義倉及社倉・四民生活・耕地
制度・穀物ノ名稱ノ研究：米穀資料第 19』，農林
省米穀部〔編纂〕，大日本農會，1933では pp.183

−188に所収）
１４）a．『後漢書』，（劉宋）范曄〔撰〕；（唐）李賢等
〔注〕；（晉）司馬彪〔補志〕；楊家駱〔主編〕，台
湾中央研究院歴史語言研究所 漢籍電子文献資料
庫所収／b．『後漢書 1−90』，范曄〔撰〕；章懐太
子〔注〕，早稲田大学図書館古典籍総合データベ
ース所収／c．『和刻本正史 後漢書（影印本）
（一）帝紀・志・列傳（上）』，范曄〔撰〕；司馬彪
〔著〕；李賢〔注〕；長沢規矩也〔解題〕，古典研究
會〔出版〕，汲古書院〔発行〕，1972（注：長澤規

矩也蔵本の複製・縮刷版）／d．『後漢書 第一冊本
紀一（巻一～巻五）』，范曄〔撰〕；李賢〔注〕；吉
川忠夫〔訓注〕，岩波書店，2001

１５）『和刻本経書集成 第四輯；檀弓；大戴禮記；論
語；孟子』，長澤規矩也〔編〕，古典研究會，汲古
書院〔発行〕，1976

１６）a．『史記』，司馬遷〔撰〕；裴�〔集解〕，早稲田
大学図書館古典籍総合データベース所収／b．
『史記』，（漢）司馬遷〔撰〕；（劉宋）裴�〔集
解〕；（唐）司馬貞〔索隱〕；（唐）張守節〔正義〕，
台湾中央研究院歴史語言研究所 漢籍電子文献資
料庫所収

１７）『漢書』，（漢）班固〔撰〕；（唐）顏師古〔注〕；楊
家駱〔主編〕，台湾中央研究院歴史語言研究所
漢籍電子文献資料庫所収

１８）『和刻本正史 漢書（影印本）（一）帝紀・表・志
・列傳（上）』，班固〔撰〕；桃林軒玄朴〔點〕，古
典研究會〔出版〕，汲古書院，1972

１９）a．『重栞宋本孟子注疏附校勘記』，趙岐氏〔注〕；
孫奭〔疏〕（『十三経注疏附校勘記〔八巻〕論語注
疏 孝経注疏 爾雅注疏 孟子注疏経』，〔清〕阮
元〔校勘〕，中文出版社，1989所収）／b．『重刋
宋本十三經注疏附校勘記 重栞宋本孟子注疏附校
勘記』，趙氏〔注〕；孫奭〔疏〕，台湾中央研究院
歴史語言研究所 漢籍電子文献所収

２０）『孟子集註』巻之 1−14，朱熹〔集註〕；山崎嘉
〔点〕，早稲田大学図書館古典籍総合データベース
所収

２１）a．『和刻本正史 後漢書（影印本）（二）列傳
（中）』，范曄〔撰〕；司馬彪〔著〕；李賢〔注〕；長
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沢規矩也〔解題〕，古典研究會〔出版〕，汲古書院
〔発行〕，1972（注：長澤規矩也蔵本の複製・縮刷版）

／b．『後漢書 第五冊列伝三（巻二十一～巻三
十一）』，范曄〔撰〕；李賢〔注〕；吉川忠夫〔訓
注〕，岩波書店，2003

２２）『王註楚辭』，劉向〔編〕；王逸〔註〕；洪興祖〔補
注〕，早稲田大学図書館古典籍総合データベース
所収

２３）『楚辭集註』，（宋）朱熹〔註〕，小樽商科大学附属
図書館貴重図書全文画像データ（漢籍）所収

２４）『日本国語大辞典』第 2版，日本国語大辞典第二
版編集委員会・小学館国語辞典編集部〔編〕，小
学館，2000

２５）『管子』，（唐）房玄齢〔注釈〕；（唐）劉績〔増注〕
（『和刻本諸子大成 第五輯 管氏；商子；韓非
子；撰叢書集要』，長沢規矩也蔵〔編〕，古典研究
會〔出版〕，汲古書院，1975所収）

２６）『初學記』，（唐）徐堅等〔撰〕，出版地不明，出版
者不明，1961（同志社女子大学図書館所蔵）

２７）『重広補註黄帝内経素問』，王冰〔撰〕，早稲田大
学図書館古典籍総合データベース所収

２８）『九穀考』，（清）程瑤田〔著〕，鹿児島大学附属図
書館所蔵

２９）『密教大辭典』増訂版，密教辭典編集會〔編〕，法
蔵館，1968

３０）『字通』，白川 静，平凡社，1996

３１）『本草綱目啓蒙－本文・研究・索引－』，小野蘭山
〔著〕；杉本つとむ〔編著〕，早稲田大学出版部，1974

３２）『雑穀－その科学と利用－』，小原哲二郎，樹村
房，1981

３３）a．『倭名類聚鈔：棭斎書入』1巻・2巻，源 順
〔著〕；辻村敏樹〔編〕，早稲田大学出版部，1987

／b．『倭名類聚鈔』，源 順〔著〕；正宗敦夫
〔編纂校訂〕，現代思潮社，1978（注：底本は二十巻

本の那波道圓〔校注〕「元和古活字本」）／c．『諸本集
成
倭名類聚抄本文篇，索引篇，外篇』増訂再版，源
順〔撰〕，京都大學文學部國語學國文學研究室
〔編〕，臨川書店，1971（注：〔本文編〕は箋注倭名類

聚抄，真福寺本（稲葉通邦�刻本），元和古活字那波道

圓本（二十巻本），高山寺本（史料編纂所古簡集影）を

所収）／e．『倭名類聚抄 天文本』源順〔撰〕；東
京大学国語研究室〔編〕．汲古書院，1987（東京
大学国語研究室 資料叢書 第 12巻）／d．『倭

名類聚抄 京本．世俗字類抄 二巻本』，東京大
学国語研究室〔編〕，汲古書院，1985

３４）『大和本草』，見原篤信〔原著〕；白井光太郎〔考
註〕（第一冊），岸田松若・田中茂穂・矢野宗幹
〔考註〕（第二冊），有明書房，1975

３５）『本草綱目』，（明）李時珍撰，商務印書館，1954

３６）『図説 草木名彙辞典』，木村陽二郎〔監修〕，柏
書房，1991

３７）『新訂増補国史大系 第二十六巻 交替式；弘仁
式；延喜式』，黒板勝美・國史大系編修會〔編〕，
吉川弘文館，1965

３８）「季節を祝う食べ物（1）新年を祝う七種粥と小豆
粥」，森田潤司，同志社女子大学生活科学，44, 79

−83, 2010

３９）『日本食品標準成分表 2010』，文部科学省科学技
術・学術審議会資源調査分科会〔編〕，全国官報
販売協同組合，2010

４０）a．『和漢三才図会 18』，寺島良安〔著〕；島田勇
雄・竹島淳夫・樋口元巳・下中 弘〔訳注〕，平
凡社，1991，東洋文庫 532／b．『和漢三才圖會』，
寺島良安〔編〕；和漢三才圖會刊行委員会〔編
集〕，東京美術，1970

４１）『本朝食鑑 1』，人見必大〔著〕；島田勇雄〔訳
注〕，平凡社，1976，東洋文庫 296

４２）『本草和名』，深江輔仁〔著〕；正宗敦夫〔編纂校
訂〕，現代思潮社，1978

４３）『日本書紀①②③〈全三冊〉』，小島憲之・直木孝
次郎・西宮一民・藏中 進・毛利正守〔校注・
訳〕，小学館，1994−1998

４４）『新訂増補 國史大系 第一巻下 日本書紀 後
篇』，黒板勝美・國史大系編修會〔編〕，吉川弘文
館，1967

４５）『新訂増補 國史大系 第二巻 續日本紀』，黒板
勝美・國史大系編修會〔編〕，吉川弘文館，1965

４６）『廣文庫』再版第七冊，物集高見，廣文庫刊行會，
1926

４７）『六韜』，中國哲學書電子化計劃所収
４８）a．『重栞宋本左傳注疏附校勘記』，（晋）杜預
〔注〕；（唐）頴達〔疏〕（『十三経注疏附校勘記
〔六巻〕春秋左傳正義』，（清）阮元校勘，中文出
版社，1989所収）／b．『重刋宋本十三經注疏附校
勘記／重栞宋本左傳注疏附挍勘記／僖公／附釋音
春秋左傳注疏 卷第十二／三年 p.200−2』，台湾
中央研究院歴史語言研究所 漢籍電子文献所収／
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c．『春秋左氏伝校本』第 1−30，杜預〔集解〕；陸
徳明〔音義〕；秦鼎〔校本〕，早稲田大学図書館古
典籍総合データベース所収

４９）『大辭典』，下中彌三郎〔編・発行〕，平凡社，1935

５０）a．『知服斎叢書』，竜鳳〔編〕，第 1集：逸周書，
（晋）孔晁〔注〕，早稲田大学図書館古典籍総合デ
ータベース所収／b．『逸周書』，中國哲學書電子

化計劃所収（注：『逸周書』は西晋の時汲郡の家中より出たり
と称せられる書，学者皆戦国時代の偽書となす）．

５１）『小學紺珠』巻五動植類（『小学紺珠』巻第 1−10，
王応麟〔輯〕；村瀬誨輔〔校正〕，早稲田大学図書
館古典籍総合データベース所収）

（2011年 11月 9日受理）
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